
業種

アジア アフリカ 中東 欧州

ロシア オセアニア 北米 中南米

対象分野

本技術が貢献する領域

技術の内容（概要）

技術分類（キーワード）

技術紹介図

技術の海外展開について

企業情報

技術・
ソリューショ

ン

企業・組織名

対象都市課題

代表的技術名

設計/コンサルパシフィックコンサルタンツ株式会社

https://www.pacific.co.jp/

道路・橋梁

上下水道

住宅

港湾

発電・エネルギー

情報通信技術

交通・モビリティ

インフラ維持管理

農林水産業

物流

YYYY/MM/DD提出日:

Webサイト

 MIMM-R（走行型計測車両）

「質の高いインフラ」および「スマートシティ」

該当する

該当しない

該当しない

該当しない

該当する

該当しない

該当しない

エネルギー

観光・地域活性化

環境

都市計画・整備

セキュリティ・見守り

その他(自由記
述)

該当しない

該当しない

該当しない

該当しない

該当しない

該当しない

該当しない

空港

鉄道

その他（自由記
述）

防災

健康・医療

該当しない

該当しない

該当しない

該当しない

該当しない

0

0

スマートメンテナンス、トンネル調査、

走行型計測車両により計測したデータにAIを組み合わせることで、トンネルの「外力による変状」の発生が推定可能な
AIを開発。技術開発のポイントは以下の通り。
1)ＭＩＭＭ-Rの計測データに基づく変形モード解析、AＩによる覆工写真からの変更抽出で取得した結果を、さらにＡＩで
処理することで外力性の変状の発生状態を把握
2)ＡＩの推論結果を用いることで、診断に必要な変状区分や健全性診断の支援が実現可能
3)客観的な判断材料による外力性判定が可能に
MIMM-Rには高解像度カメラや各種センサーが搭載され、高精度の地形・トンネル調査を行い、その結果を3D画像で
表示する。
画像結果を元にコンクリートや舗装のひび割れ、漏水、劣化、トンネル覆工コンクリートの厚さや地盤の空洞を検出す
ることが可能。

展開を検討する

要望があれば検討

要望があれば検討 要望があれば検討

要望があれば検討

要望があれば検討

要望があれば検討要望があれば検討



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

プロジェクト名

都市名

備考
（受賞歴など

0

0

活用事例

プロジェクト概要

プロジェクト紹介図

プロジェクト紹介Webサイト

対象国

0

0

0

0

SDGs


